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アベルの技術はスカイツリーのエレベーターにも採用された

アベルブラックを施したコイル材で攻勢

ア
ベ
ル 

株
式
会
社

０・４
㎛
の
表
面
処
理
技
術
で

電
子
機
器
向
け
に
挑
戦

大
手
と
の
共
同
開
発
が

分
岐
点
に

業務
内容

　

化
学
品
と
電
気
分
解
に
よ
る
ス
テ
ン
レ
ス
表
面

処
理
加
工
の
ア
ベ
ル
は
現
在
、
黒
色
の
ス
テ
ン
レ

ス
表
面
改
質
技
術
「
ア
ベ
ル
ブ
ラ
ッ
ク
」
の
展
開

に
力
を
入
れ
て
い
る
。
ア
ベ
ル
ブ
ラ
ッ
ク
は
、

大
手
製
鉄
会
社
と
共
同
開
発
し
た
建
材
「
ル
ミ
ナ

カ
ラ
ー
」
の
流
れ
を
汲
む
。
ル
ミ
ナ
カ
ラ
ー
は
、

ス
テ
ン
レ
ス
の
表
面
処
理
に
お
け
る
密
着
性
を
塗

装
や
め
っ
き
加
工
よ
り
も
向
上
さ
せ
る
ね
ら
い
で

開
発
。
酸
化
皮
膜
の
厚
み
を
調
整
し
、
光
の
干
渉

現
象
に
よ
り
ゴ
ー
ル
ド
や
青
色
な
ど
に
色
を
変
化

さ
せ
た
。
協
業
先
は
市
場
が
見
込
め
な
い
こ
と
か

ら
平
成
６
年
に
事
業
撤
退
し
た
。
一
方
、
ア
ベ
ル

は
さ
ら
な
る
技
術
向
上
を
目
指
し
て
事
業
を
継
続

し
、
ア
ベ
ル
ブ
ラ
ッ
ク
を
完
成
し
た
。
居
相
浩
介

常
務
は
「
意
匠
性
で
必
ず
外
せ
な
い
色
と
し
て
黒

色
の
ニ
ー
ズ
が
あ
り
、
黒
色
の
多
様
性
の
追
求
を

図
っ
た
」
と
当
時
の
経
緯
を
語
る
。

電
解
条
件
や
極
薄
膜
の
生
成

条
件
に
ノ
ウ
ハ
ウ
を
蓄
積

強み

　

同
社
の
表
面
処
理
は
、
使
用
す
る
電
極
内
部

の
配
置
を
工
夫
し
て
独
自
に
設
計
し
、
加
工
精

度
を
高
め
て
い
る
の
が
強
み
。
こ
れ
に
よ
り
、

０
・
４
㎛
で
均
一
な
膜
厚
の
ア
ベ
ル
ブ
ラ
ッ
ク
を

実
現
し
た
。
化
学
発
色
処
理
を
展
開
し
て
い
る

企
業
は
ほ
か
に
も
あ
る
が
、
「
電
解
条
件
の
設
定

に
つ
い
て
は
当
社
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
詰
ま
っ
て
お

り
、
材
料
や
ロ
ッ
ト
が
変
わ
っ
て
も
同
じ
色
を
再

現
で
き
る
の
は
当
社
だ
け
」
と
居
相
常
務
は
胸

を
張
る
。
ま
た
、
も
の
づ
く
り
の
最
終
工
程
と
す

る
表
面
処
理
に
長
年
携
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

ユ
ー
ザ
ー
が
求
め
る
品
質
に
つ
い
て
の
情
報
を
数

多
く
持
つ
。
こ
れ
に
あ
わ
せ
て
、
従
来
か
ら
築
い

て
き
た
他
社
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
い
う
同
社
の

財
産
を
生
か
し
、
最
適
な
材
料
の
調
達
先
や
加
工

先
を
提
案
す
る
と
い
う
。

深
み
の
あ
る
黒
さ
と

機
能
性
を
両
立

機能性

　

ア
ベ
ル
ブ
ラ
ッ
ク
を
コ
イ
ル
に
施
し
た
「
Ｓ
Ｕ

Ｓ
が
黒
帯
」
を
平
成
25
年
に
発
売
。
カ
メ
ラ
の

レ
ン
ズ
な
ど
精
密
部
品
を
通
じ
て
見
る
と
薄
膜
な

た
め
ス
テ
ン
レ
ス
部
分
の
み
が
露
出
し
て
い
る
か

の
よ
う
に
な
る
。
「
カ
タ
ロ
グ
の
撮
影
で
黒
色
が

表
現
し
づ
ら
く
苦
労
し
た
」
と
居
相
常
務
は
苦
笑

い
。
ま
た
、
機
能
性
の
高
さ
に
自
信
が
あ
る
。
ス

テ
ン
レ
ス
上
を
黒
色
に
酸
化
さ
せ
て
皮
膜
を
形
成

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
曲
げ
や
絞
り
加
工
に
よ
る

着
色
部
分
の
ヒ
ビ
割
れ
の
心
配
が
な
い
。
耐
熱
性

は
３
０
０
℃
で
、
そ
れ
に
加
え
て

可
視
領
域
か
ら
赤
外
領
域
の
光
の

吸
収
率
が
高
く
、
こ
も
っ
た
熱
を

放
出
さ
せ
る
数
値
を
示
す
赤
外
線

放
射
率
は
何
ら
加
工
を
施
し
て
い

な
い
ス
テ
ン
レ
ス
と
比
較
す
る
と

約
３
倍
に
な
る
性
質
を
持
つ
。

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

か
ら
電
子
精
密
機
器
ま
で
網
羅

今後の
展望

　

ア
ベ
ル
ブ
ラ
ッ
ク
は
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
の
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
の
よ
う
に
建
材
向
け
の
採
用
が
目
立

ち
、
米
国
や
中
東
向
け
の
引
き
合
い
も
出
て
き

た
。
そ
の
一
方
で
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
カ
メ
ラ

向
け
遮
光
板
の
受
注
を
獲
得
。
撮
影
し
た
写
真
に

突
如
浮
き
出
る
光
の
輪
や
玉
を
カ
ッ
ト
す
る
役
割

を
担
う
。
さ
ら
に
平
成
26
年
に
韓
国
の
展
示
会
に

招
待
さ
れ
、
技
術
を
紹
介
し
た
と
こ
ろ
放
熱
性
に

着
目
し
た
現
地
の
電
機
メ
ー
カ
ー
な
ど
が
興
味

を
示
し
た
。
電
子
部
品
で
ス
テ
ン
レ
ス
の
需
要
が

高
ま
っ
て
お
り
、
「
そ
れ
に
合
わ
せ
た
表
面
処
理

技
術
も
求
め
ら
れ
て
い
る
」
と
居
相
常
務
は
見
本

市
の
出
展
を
ふ
り
返
る
。
念
願
だ
っ
た
精
密
部
品

市
場
の
開
拓
を
今
ま
さ
に
進
め
て
い
る
。

昭和３９年に電解研磨によるステンレスの表面処理に進出。
サッシのクレセント錠や魔法瓶の表面処理を手がけながら、
技術を磨いてきました。発色技術の向上により、ブロンズ色の
建築金物を生産。同時期に電解発色処理技術を確立し、
建築金物のカラー化を進めました。これが現在の主力製品と
なるアベルブラックの基礎となっています。建築から家電や
光学部品、半導体装置部品、燃料電池などに対応しています。

常務取締役 居相 浩介さん www.abel-s.co.jp

■主な事業内容
ステンレス表面処理業
およびステンレス黒色材
料・加工部品販売

■主な取引先（納入先）
建材メーカー、光学部品
メーカー、家電メーカー、
電子部品メーカー

住　所／〒581-0056
八尾市南太子堂
1-1-42

ＴＥＬ／072-992-5401
ＦＡＸ／072-993-9912
創　業／昭和18年2月
設　立／昭和39年4月
資本金／2,000万円
従業員／30名めっきや塗装に比べて密着が良く、薄くて均一な膜厚を実現したアベル

ブラックは、東京スカイツリーのエレベーターに採用されています。
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